
レプトスピラ症は、病原性レプトスピラという
細菌によって引き起こされる感染症です。
河川での遊泳やレジャーの際に感染することが
多く、福岡県内でも川で泳いだ後にレプトスピ
ラ症を発症した事例が見つかっています。

河川での遊水・レジャーの後、２週間以内に上記のような
症状が現れた場合は、医療機関を受診・相談してください。

レプトスピラ症に注意しましょう

症 状
感染してから５～１５日後に、発熱、頭痛、筋肉痛、目の充血
などの症状が現れます。重症化すると黄疸や腎不全などの
症状が出ることもあります。

感染経路

病原性レプトスピラに汚染された水や土壌と接触したり、
汚染された水を飲んだりして感染します。河川での遊泳や
レジャー以外にも、農作業や洪水後の作業の際に感染する
ことがあります。

皮膚に傷がある
時は川に入らない

川や土壌に入る
ときは皮膚を
露出しない

川の水を飲まない
雨などで増水して
いるときは川に
入らない

詳細な情報は県ホームページをご覧ください。
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